報道関係者の皆様へ

特報！ シンポジウム「論争！ 地球温暖化」の開催について

次によりシンポジウムを開催することとしましたので、お知らせします。

１　趣旨及び開催概要

今日、人為的な温室効果ガスの排出により地球が温暖化しているとの考えが世界を風靡しています。しかし、この考えを疑い、或いは真っ向から否定する、科学に立脚した反論も少なくありません。日本気象予報士会東京支部及び同神奈川支部は、慶應義塾気象教育研究会と共同で、これら両者の現段階での科学的知見を総括する試みとして、ここにシンポジウムを開催するものです。

（1）このシンポジウムでは、前記の主旨により、人為的地球温暖化についての懐疑派（否定派）の専門家と肯定派の専門家とによる講演並びにパネル・ディスカッションを行います。

（2）日本国内では、懐疑派と肯定派が一堂に会して議論を行う場が殆どなく、今回のシンポジウムは、それぞれの主張を代表する専門家を多数招くことができた点で画期的と言えるでしょう。また、このディスカッションの総括コメンテーターとして、地球温暖化シミュレーション他、地球環境政策についての第一人者、住明正東大教授にもご参加いただきます。

（3）地球温暖化についての議論は、現在、科学分野から政策分野、更には個人の消費生活に至るまでの大変幅広い分野に亘って行われていますが、このシンポジウムでは、I PCC第4次評価報告書第一作業部会のレポートにある「人間由来の温室効果ガスが近年の地球温暖化の原因になっているか」を主要なテーマとします。(地球温暖化についての環境アセスメント（IPCC第二作業部会）、人為的温室効果ガスの排出を抑制するための技術（IPCC第三作業部会）、及び温室効果ガスを抑制する上での政策論（含むポスト京都議定書）等は、主たる論点とはしません)。

２　主催；日本気象予報士会東京支部・神奈川支部、慶應義塾気象教育研究会

３　日時；平成20年5月10日　13時～午後17時30分

４　会場；来往舎シンポジウムスペース（慶應義塾大学日吉キャンパス）

〒223-8521　神奈川県横浜市港北区日吉４-１-１　TEL.045-563-1111(代)
５　シンポジウム次第

（1）基調講演；120分（各60分 質疑応答を含む）

・槌　田　　敦 氏　元名城大学教授；「人為的地球温暖化否定論」

・明日香　壽川 氏　東北大学東北アジアセンター教授；｢地球温暖化問題懐疑論へのコメント」
（2）パネル･ディスカッション；丸山氏、河宮氏の所信表明講演を含め80分程度

・槌　田　　敦　氏（元名城大学応用物理学教授）

・丸　山　茂徳　氏（東京工業大学地球惑星学科教授）

・明日香　壽川　氏（東北大学東北アジア研究センター教授）

· 河　宮　未知生 氏（（独）海洋研究開発機構 地球環境フロンティアモデリングプログラムグループリーダー）

総括コメント；10分程度

・住　　明正　氏（東京大学サステナビリティ地球持続戦略研究イニシアティブ統括ディレクター）

以上

連絡先

日本気象予報士会東京支部長　田 家　康

電話；090-7812－2994

Eメール；tange@sannet.ne.jp
